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はじめに

本研究は，二字漢語の透明性の実態を明らかにし，二字漢語の透明性をど
のように日本語教育に活用できるか，その可能性と方法について示すことを
目的とするものである。

・背景：日本語教育における学習者層の変化と日本語教育

近年，日本語教育では母語の文字体系に漢字を持たない学習者の割合が
増加している。2019年に行われた調査では，日本国内で学ぶ外国人留学生
数の国別の割合は，1位が中国（39.9％），2位がベトナム（23.5％），3位が
ネパール（8.4％）で，ベトナムとネパールの 2か国の合計人数は約 10万人
となり，国内の外国人留学生数の約 3分の 1を占めるが，6年前の 2013年
に行われた同調査では，ベトナム（4.6％）とネパール（2.4％）の合計は約
1.1万人で国内の外国人留学生数の約 7％であった（日本学生支援機構 2014，
2020）。このような学習者の国籍の変化を背景に，学習者に対応した日本語
教育の必要性が一層高まっている。
母語の文字体系に漢字を持たない学習者にとって，漢字学習は日本語の学
習で困難を感じる点の 1つに挙げられる。表記体系に平仮名，片仮名，漢
字の 3種類の文字が用いられる日本語において，漢字は実質語を表す。そ
のため，漢字は文章を理解する際の支えになる。しかし，常用漢字は 2,000

字以上あり，また複数の漢字を組み合わせて形成される語はそれ以上の数が
あるという「数の多さ」は学習者にとって大きな負担となっている。
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・二字漢語の透明性

本研究ではこの困難点に関し，二字漢語の透明性，すなわち，二字漢語の
中には，二字漢語の意味とその構成漢字の意味が対応して結びつくものと結
びつきにくい語があることに着目する。漢字は表語文字とも呼ばれ，1字ご
とに意味を持つ一方で，漢字 2字から成る二字漢語は語としての意味を持
つ。「国外」や「飲酒」のように語の意味と構成漢字の意味が結びつくもの
がある一方で，「経済」や「精神」のように，現在用いられている一般的な
意味では，構成漢字ごとに分解して語の意味を捉えることが難しい語もあ
る。漢字の意味を理解する目的は語の意味を理解することであるとすれば，
漢字教育を考えるためには，漢字のみならず，語にも注目し，造語成分とし
ての漢字の教育を考えることが重要である。
成人の日本語母語話者（以下，「母語話者」とする）は語の意味を知ってお
り，また母語としての漢字や語の知識を体系的に持っているため，普段，二
字漢語を構成漢字ごとに分解することはないだろう。また，構成漢字それぞ
れの意味を明確には説明できなくても，何となく語の意味と漢字が結びつく
ようなイメージを持つこともあるだろう。
しかし，母語の文字体系に漢字がなく，1字ずつ漢字を学び，漢字と語を

並行して学んでいる学習者から見れば，漢字 2字が組み合わさった二字漢
語の意味は，初めて見る語でも構成漢字の一般的な意味と容易に結びつくも
のがある一方で，結びつきにくいものもあることが予想される。そのため，
語の意味を理解するための漢字教育を考えるためには，二字漢語の透明性と
いう観点が重要であると考える。

・日本語学における「二字漢語の透明性」

日本語学において，二字漢語の透明性に関する情報は多くない。現代の日
本語において漢字がどのような役割を果たしているかという漢字の機能につ
いての研究は数多く行われており，漢字の表意機能において本研究の透明性
と同様の特徴が指摘されているが，例として挙げられている語数が少なく，
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一般によく目にする二字漢語の透明性の実態は明らかではない。また，語構
成の研究では二字漢語を対象にした数多くの分析が行われているが，構成漢
字に分解できない語については，存在は指摘されながらも，考察からは除外
されており，実態は明らかではない。そこで，本研究では，まず，量的な傾
向を捉えることにより二字漢語の透明性の実態を分析する。次に，この分析
結果を用いて，日本語教育への応用を検討することとする。
また，日本語教育への活用を念頭に二字漢語の透明性の実態を分析する場
合，非漢字系学習者が二字漢語の透明性をどのように捉えているかという視
点も必要である。そこで，本研究では，辞書を用いた調査と，非漢字系学習
者を含めた人を対象にした調査の 2つの調査によって，二字漢語の透明性
の実態を分析していく。

・本研究の特徴

本研究の特徴は以下の 5点である。

1. よく目にする語としてコーパスにおいて高頻度の二字漢語を研究対象
とした点

2. 二字漢語および構成漢字の意味を，その語源や字源にさかのぼらずに
現在の一般的な意味で捉えた点

3. 二字漢語の意味とその構成漢字の意味が結びつく際の結びつき方に，
新たに「仲介語」を導入し，造語成分としての漢字の表意性を整理し
た点

4. 「辞書による透明性の調査」と非漢字系学習者を含めた「人の判断に
よる透明性の調査」の 2つの調査方法を用いて二字漢語の透明性に
アプローチした点

5. 二字漢語の透明性についての量的な調査結果をもとに，日本語教育で

活用できる情報および活用案を示した点
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・本研究の構成

本研究の構成は次の通りである。本研究は第 1部（1～ 7章）と第 2部（8

～ 11章）から成る。第 1部「二字漢語の透明性の実態」では，量的な調査
によって，二字漢語の透明性の実態と特徴を分析，考察する。第 2部「二
字漢語の透明性の日本語教育への応用」では，第 1部で得られた知見を非
漢字系学習者への漢字教育にどのように生かせるか，その可能性を検討す
る。

第 1部
二字漢語の透明性の実態

［量的な調査による実態の把握］

第 2部
二字漢語の透明性の
日本語教育への応用

［活用方法の検討］

図 1　第 1 部と第 2 部の関係

第 1部では，書き言葉における二字漢語の透明性の実態を明らかにする
ことを目的に，辞書およびコーパスを用いた透明性の調査，日本語母語話者
および非漢字系学習者を対象に行った透明性の調査の 2つの調査結果を軸
に考察を進める。図 2は第 1部の概要である。
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【第 1部】

・本研究における二字漢語の透明性の定義，
先行研究概観

・辞書を用いた二字漢語の透明性の調査

・意味の結びつきにおける仲介語の設定，
仲介語の特徴

・透明性と漢字表記の関係

・人による透明性の判断結果と，
コーパスにおける漢字の出現頻度との関係

・人の判断による二字漢語の透明性の調査

・明治期～ 1950 年代～ 2000 年代の透明性の変化

1章　「二字漢語の透明性」とは

3章
学習者と母語話者による透明性の
判断傾向の相違

7章
二字漢語の透明性の通時的変化

2章
辞書の記述に基づく
二字漢語の透明性

5章
二字漢語とその構成漢字の意味の
結びつきにおける「仲介語」の検討

6章
高頻度の二字漢語の透明性と表記の傾向

4章
意味の結びつきと出現頻度による
構成漢字の分析

図 2　第 1 部「二字漢語の透明性の実態」の概要

次に，図 3は第 2部「二字漢語の透明性の日本語教育への応用」の概要
である。第 2部では，第 1部の調査で得られた知見をもとに，二字漢語の
透明性がどのように日本語教育に活用できるかを検討する。図 3には第 1

部の章の調査結果との関係も示した。
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【第 1部】 【第 2部】

・2 章，3 章，5 章の情報を合わせた
高頻度語の透明性リストの作成

・漢字教育に透明性を活用するための
基本的な考え方

・初級総合テキストの漢字語彙を教える
ためのリストおよび語彙教材案

・4 章，5 章の調査結果を用いた学習案
「漢字教育に活用できる仲介語リスト」の
提案

3章
5章

2章
辞書の記述に基づく
二字漢語の透明性

3章
学習者と母語話者による透明性の
判断傾向の相違

5章
二字漢語とその構成漢字の意味の
結びつきにおける「仲介語」の検討

4章
意味の結びつきと出現頻度による
構成漢字の分析

8章
二字漢語の透明性の活用による
負担軽減の方法

9章
透明性の調査結果を活用した
学習案の検討

10章
二字漢語の透明性リストの作成

11章
透明性を利用した「初級漢字語
リスト」の教材案

図 3　第 2 部「二字漢語の透明性の日本語教育への応用」の概要




